
農場内における再生可能エネルギーの有効活用

【お問い合わせ先】

当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

・CO2ヒートポンプにより、従来の生乳冷却工程の約40%エネルギー消費を
削減し、生乳廃熱を活用して80℃の温水を1日1000L生産する事ができます。
・堆肥発酵熱を活用することで、乳牛1頭あたり100L以上の飲水を加温する
ことができ、冬季の飲水量と乳量の増加が期待できます。
・太陽光発電パネルの下部スペースを飼料調製に活用しながら、10アール
あたり定格33kWの出力で発電し、農場内で活用できます。
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